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関西医科大学と地域をつなぐ連携誌［つなぐ］

■ 関西医科大学附属病院
TEL.072-804-0101（代）
https://www.kmu.ac.jp/hirakata/
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　
地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）

TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

■ 関西医科大学総合医療センター
TEL.06-6992-1001（代）
https://www.kmu.ac.jp/takii/
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　
地域医療連携部　病診連携課

TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

■ 関西医科大学香里病院
TEL.072-832-5321（代）
https://www.kmu.ac.jp/kori/
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45
地域医療連携部　病診連携係

TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

■ 関西医科大学くずは病院
TEL.072-809-0005（代）
https://www.kmu.ac.jp/kuzuha/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町4-1
地域医療連携課

TEL.072-809-0013  FAX.072-809-0022

■ 関西医科大学天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）
https://www.kmu.ac.jp/temmabashi/
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）
TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827

■ くずは駅中 健康・健診センター
TEL.072-809-2005（代）
https://www.kmu.ac.jp/kuzuhaekinaka/
〒573-1121　大阪府枚方市楠葉花園町１４-１（京阪くずは駅ビル南館 2階）
TEL.072-809-2005

地域医療センター

くずは駅中
健康・健診センター
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関西医科大学  地域医療センター
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地域の健康を地域で支える。
関西医大。

関西医大予防医療ネットワーク
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京阪
本線

運動は「おくすり」です
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関
西
医
大
が
目
指
す
の
は
地
域
の
先
生
方
と
二
人
三
脚

で
、北
河
内
エ
リ
ア
の
住
民
の
健
康
と
日
常
を
守
る
包
括
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
。そ
の
た
め
、私
た
ち
は

発
病
前
・
超
急
性
期
か
ら
病
後
の
再
発
予
防
・
健
康
維
持
管

理
ま
で
対
応
す
る
、一
貫
し
た
健
康
・
医
療
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。急
性
期
を
担
う
の
は
附
属
病
院
と
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
。地
域
に
根
ざ
し
急
性
期
と
の
橋
渡
し
役
も
果
た

す
香
里
病
院
、く
ず
は
病
院
。天
満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

早
期
治
療
介
入
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
通
し
て
健
康
へ
の

入
り
口
を
、く
ず
は
駅
中
健
康
・
健
診
セ
ン
タ
ー
は
早
期
発

見
に
加
え
て
病
前
病
後
の
運
動
療
法
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
重
要
度
が
増
す
予
防
医
学
・
リ
ハ
ビ
リ
医
療
に

お
い
て
、実
践
知
×
ア
カ
デ
ミ
ア
の
融
合
で
人
材
育
成
を
進

め
て
い
る
点
も
関
西
医
大
の
強
み
で
す
。

関
西
医
大
の
グ
ル
ー
プ
力

地域の健康を、地域で守る。関西医大。
「人生100年」といわれる現代。できる限り早期に疾患を見つけること、病気治療後に元の暮らしに戻すこと、
そもそも病気にかからせないことがますます重要になってきました。
北河内の皆さんが自分らしく、健康に暮らすために地域の先生方とともに。
私たち関西医科大学は、京阪沿線各所の附属医療機関において予防医学・健康科学に関する医療サービスを提供中です。
人材育成も含めた、私たちの“健康を守る取り組み”をご紹介します。

外
科
的
治
療
、内
科
的
治
療
に
続
く
第
三
の
治
療
法

「
運
動
療
法
」を
先
駆
け
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、附
属
病
院
の
建
設
時
に「
こ
れ

か
ら
は
予
防
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
医
療
が
必
ず
求
め
ら
れ
る
」

と
の
狙
い
で
、大
学
病
院
と
し
て
は
屈
指
の
規
模
で
整
備
さ

れ
ま
し
た
。以
来
、最
新
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
マ
シ
ン
や
運
動
療

法
の
専
門
家
を
配
置
し
、多
く
の
患
者
に
治
療
終
了
後
や

慢
性
期
・
維
持
期
に
お
け
る
治
療
と
し
て
の
運
動
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。最
近
で
は
有
酸
素
運
動
、筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
だ
け
で
な
く「
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
」プ
ロ
グ
ラ

ム
も
ス
タ
ー
ト
。身
体
の
伸
展
に
伴
い
血
管
が
伸
縮
す
る
こ

と
で
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
効
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、高
強

度
の
運
動
が
で
き
な
い
人
で
も
取
り
組
め
る
た
め
、大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、心
不
全
や

が
ん
な
ど
の
術
後
患
者
を
中
心
に
運
動
療
法
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、他
に
も「
が
ん
フ
レ
イ
ル
予
防
外
来
」な
ど
の
専

門
外
来
を
設
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、女
性
診
療
科
と
連
携

し
て
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト

外
来
」も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

附
属
病
院
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

近年、体を動かすことが健康に有益
であるとのエビデンスが多数発表され
ています。「エクササイズ・イズ・メディ
スン（EIM：運動はお薬です）」の認識
も広がり、もはや運動は治療そのもの
になってきました。健康サポートでは
なく治療選択肢の一つとして、ぜひ当
センターへ患者をご紹介ください。

関西医科大学附属病院
健康科学センター センター長 木村 穣 予防

disease
prevention

治療
medical
treatment

回復

recover from
sickness

関西医科大学

附属医療機関

予防

disease
prevention

回復

recover from
sickness

治療
medical
treatment
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健
診
と
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、お
よ
び
健
康
教
育

を
行
う
新
た
な
予
防
医
療
施
設
と
し
て
2
0
2
2
年
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、生
活
の
質
を
著
し

く
低
下
さ
せ
る
病
気
や
そ
の
危
険
因
子
を
早
期
に
発
見
し

治
療
へ
導
く
だ
け
で
な
く
、病
後
・
術
後
の
回
復
、再
発
予
防

に
も
注
力
し
、人
々
の
健
康
寿
命
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、健
診
部
門
で
は
、個
々
の
特
性
に
応
じ
た
人

間
ド
ッ
ク
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
の「
健
診
の
窓

口
」を
設
置
し
ま
す
。メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
は
８
つ

の
コ
ー
ス
を
ご
用
意
。あ
わ
せ
て
ヨ
ガ
、ス
ト
レ
ッ
チ
ボ
ー
ル

と
い
っ
た
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、生
活
習
慣
へ
の

改
善
助
言
・
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
治
療
中
の
病
気

の
重
症
化
予
防
と
合
わ
せ
て
、受
診
者
が
自
分
の
健
康
状

態
を
正
し
く
理
解
し
、自
ら
予
防
対
策
を
実
践
で
き
る
学

習
実
践
型
の
予
防
医
療
施
設（
健
康
カ
レ
ッ
ジ
）と
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

デ
ー
タ
に
裏
打
ち
さ
れ
た

確
か
な
運
動
療
法
。

カ
ギ
は
継
続
さ
せ
る
こ
と
、

そ
し
て
継
続
で
き
る
こ
と
で
す
。

大
学
病
院
ク
オ
リ
テ
ィ
の

運
動
療
法・健
診
を
身
近
に
。

最
新
の
設
備
、エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
き
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
中
。

目
指
す
の
は
、健
康
寿
命
の
延
伸
、寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
身
体
づ
く
り
。セ
ン
タ
ー
で
は
健
康
運
動
指
導
士（
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
資
格
取
得
）や
専
任
看
護
師

が
常
駐
し
、患
者
一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
。心
筋
梗
塞
や
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
後
な
ど
心
大

血
管
疾
患
を
お
持
ち
の
方
、糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
、さ
ら

に
は
N
A
S
H（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
）な
ど
生
活
習

慣
病
を
お
持
ち
の
方
を
主
な
対
象
と
し
、個
別
性
の
あ
る

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま
た
運
動
を
行
う

上
で
重
要
な「
継
続
す
る
意
思
」が
途
切
れ
な
い
よ
う
、ス

タ
ッ
フ
は
有
酸
素
運
動
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
だ
け

で
な
く
、ご
自
宅
で
で
き
る
運
動
や
生
活
活
動
強
度
を
上
げ

る
コ
ツ
を
お
伝
え
す
る
な
ど
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
フ
ォ
ロ
ー
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

・ 

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

く
ず
は
駅
中
健
康
・
健
診
セ
ン
タ
ー

天
満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
康
診
断
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
併
設
し
た
都
市
型
医
療
拠

点
で
あ
る
天
満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、時
代
に
先
駆
け
て

予
防
医
療
の
重
要
性
に
着
目
し
、大
学
病
院
ク
オ
リ
テ
ィ
の

人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。ア
ク
セ

ス
の
良
さ
に
も
恵
ま
れ
、い
ま
や
年
間
健
診
受
診
者
数
は
2

万
人
以
上
。日
本
総
合
健
診
医
学
会
か
ら
優
良
総
合
健
診

施
設
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
、ま
た
要
精
検
・
要
治
療
例

は
関
西
医
大
グ
ル
ー
プ
病
院
へ
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で
き
る

点
が
強
み
で
す
。こ
れ
か
ら
も
多
様
化
す
る
受
検
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、健
診
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
や
新
た

な
検
査
の
導
入
、受
診
環
境
の
整
備
へ
常
に
配
慮
し
、受
診

さ
れ
た
方
々
の
健
康
状
態
の
確
認
、ま
た
発
病
前
の
い
わ
ゆ

る「
未
病
」の
段
階
で
の
生
活
習
慣
指
導
、疾
患
の
早
期
発

見
に
努
め
る
こ
と
で
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

予
防
医
学
、健
康
科
学
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、医

療
業
界
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
場
を
担
う
ス

タ
ッ
フ
不
足
で
す
。関
西
医
大
で
は
2
0
2
1
年
4
月

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
新
設
し
、理
学
療
法

学
科
・
作
業
療
法
学
科
の
2
学
科
制
で
セ
ラ
ピ
ス
ト

の
育
成
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。深
い
知
見
と
高
い
技

術
力
を
も
つ
教
職
員
を
配
属
し
、附
属
医
療
機
関
群

を
活
用
し
て
予
防
医
学
の
最
前
線
で
臨
床
実
習
を
実

施
。病
気
の
予
防
か
ら
早
期
発
見
、治
療
後
の
回
復
、

再
発
予
防
に
い
た
る
ま
で
、現
場
経
験
を
積
ん
だ
実

践
的
応
用
力
の
あ
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

関
西
医
大
は
こ
れ
ま
で
の「
治
療
」だ
け
で
な
く
、

「
予
防
」「
発
見
」に
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

地域連携を大切に
最近は「心臓病の再発予防や生活

習慣病の改善に運動が有効」と広く言
われるようになりましたが、どうやって
適切な運動を指導すれば良いか分か
らないといった先生方のお声を頂戴し
ます。当センターは地域内の医療分
担・情報共有を推進しており、かかりつ
け医の先生方と運動の状況を共有す
ることで、安全かつ効果的な運動指導
を実現しています。

地域の健康寿命に貢献
予防医療の目的は「早すぎる死」を

予防し、心身ともに健康で障害のない
期間、いわゆる健康寿命を延ばすこと
にあります。そのため当センターでは、
健康状態を正確に評価するための健
診と病気を予防するためのさまざまな
支援を提供中です。患者さんの日々の
診療にお役に立てる健診や運動プロ 
グラムがあればぜひご紹介ください。

さらなる地域連携を
当クリニックは内科・眼科・皮膚科・

乳腺外科からなる外来部門と総合健
診センターで構成されています。
1969年の開院以来、50年余りを地域
の先生方・患者と歩んできましたが、
今後さらに病診連携・病病連携を発展
させたいと考えています。かかりつけ
患者さんの検診結果など、情報提供が
必要な際はいつでもお気軽にご連絡
ください。

提供中の運動コース

健康維持・長寿コース
心肺運動負荷試験などの結果に基づき、
利用者個人の現在の体力に応じて最適
な運動プログラムを作成、提供します。

心疾患コース
心臓リハビリテーションとして、再発予防プ
ログラムを作成します。他院で心臓リハビ
リが終了した方も利用可能です。

メタボ予防／減量コース
心肺運動負荷試験の結果を踏まえ、「脂
肪燃焼を得られる運動」という観点から
ニーズに合わせた運動プログラムを提
供します。

がんサポートコース
再発予防、体調回復に主眼を置いた
コース。主治医／かかりつけ医と連携
し、治療経過や体調に合わせプログラム
を作成します。

認知症予防コース
タブレットを使った認知機能検査の結果
から、最新の医学研究に基づく運動プロ
グラムで神経細胞の活性化を図ります。

糖尿病コース
主治医／かかりつけ医と連携しながら糖
尿病の増悪予防を目指します。治療中の
方は主治医の紹介状が必要です。

サルコペニア・フレイル予防コース
骨格筋評価による現在の筋肉量からメ
ニューを検討。筋力の維持や増強を狙い、
サルコペニアとフレイルを予防します。

高血圧／脂質異常症コース
心肺運動負荷試験や血圧測定、塩分摂取
量、血管年齢の結果を総合的に分析し、最
適な運動プログラムを提供します。

人
間
ド
ッ
ク
の
提
供
は
、

は
や
半
世
紀
以
上
。

年
間
2
万
名
超
の
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
・
人
材
育
成

アカデミアの
融合

実践知

×

関
西
医
大
は

教
育
・
人
材
育
成
に

注
力
し
て
い
ま
す

関西医科大学天満橋総合クリニック
院長 大宮 美香

関西医科大学総合医療センター
健康科学センター センター長 朴 幸男くずは駅中健康・健診センター

センター長 浦上 昌也

予防

disease
prevention

予防

disease
prevention

回復

recover from
sickness

回復

recover from
sickness

治療
medical
treatment



昨
年
12
月
、心
臓
血
管
外
科
の
診
療
教
授
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
。専
門
は
血
管
外
科
で
、心
臓
血
管
外
科
専

門
医
を
は
じ
め
血
管
関
係
の
ほ
ぼ
全
て
の
資
格
を
有

し
、前
職
で
は
血
管
外
科
責
任
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

外
科
手
術
、血
管
内
治
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

最
も
得
意
と
す
る
の
は
腹
部
大
動
脈
瘤
に
お
け
る

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
手
術
で
、約
1
、5
0
0
例
の
実
績

が
あ
り
ま
す
。こ
の
治
療
法
の
利
点
は
、な
ん
と
い
っ
て

も
低
侵
襲
性
で
す
。ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
と
は
形
状
記

憶
型
金
属
ス
テ
ン
ト
が
付
い
た
人
工
血
管
で
、カ
テ
ー

テ
ル
を
使
い
大
動
脈
内
に
留
置
す
る
こ
と
で
大
動
脈
瘤

の
破
裂
を
予
防
し
ま
す
。以
前
は
脚
の
付
け
根
を
数
セ

ン
チ
切
開
し
て
施
行
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
切
開

も
不
要
で
す
。手
術
翌
日
に
は
歩
行
も
食
事
も
通
常
通

り
。数
日
で
社
会
復
帰
が
可
能
で
す
。昔
は
開
腹
し
て
行

う
人
工
血
管
置
換
術
し
か
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
が
年
々
普
及
し
、現

在
は
前
者
が
全
体
治
療
の
約
4
割
、後
者
が
約
6
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、低
侵
襲
な
こ
の
治
療
法
が
6

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
は
2
つ
の
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。一
つ
が
、患
部
の
解
剖
学
的
状
態
に
よ
っ
て
適
応

が
難
し
い
患
者
さ
ん
が
い
る
こ
と
。も
う
一つ
が
遠
隔
期

に
お
け
る
再
治
療
へ
の
懸
念
で
す
。そ
こ
で
私
は
、こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
臨
床
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

新
た
な
手
技
を
開
発
し
、人
工
血
管
置
換
術
と
遜
色
な

い
治
療
成
績
を
実
現
。ま
た
再
発
予
防
に
効
果
的
と
見

込
ま
れ
た
治
療
法
に
つ
い
て
、長
期
的
な
成
績
が
担
保

さ
れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
世
界
で
初
め
て
提
示
し
、当
治

療
法
に
関
す
る
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
へ
寄
与
し

ま
し
た
。全
国
の
主
要
な
約
60
施
設
へ
直
接
に
手
術
指

導
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。動
脈
瘤
破
裂
は
発
症
ま
で
ほ

ぼ
無
症
状
で
致
死
率
の
高
い
病
気
で
す
が
、破
裂
前
に

発
見
す
れ
ば
治
療
が
可
能
で
す
。病
気
の
存
在
、健
診
の

有
用
性
を
周
知
す
る
こ
と
も
専
門
家
と
し
て
の
務
め
と

考
え
、今
後
は
市
民
の
方
々
、当
疾
患
を
専
門
と
さ
れ
て

な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
に
も
積
極
的
に
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
動
脈
瘤
は
も
と
よ
り
、血
管
疾
患
を
少
し
で
も

疑
え
ば
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、北
河
内
エ
リ
ア
の
皆
さ
ま
の
健
康

に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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山口大学医学部附属病院 医員
厚生連周東総合病院 外科
山口大学医学部附属病院 医員
白石共立病院 外科
山口大学医学部附属病院 医員
萩市民病院 外科
山口大学医学部先進救急医療センター 助手
厚生連長門総合病院 外科
山口大学医学部 第一外科 助教
山口大学医学部 第一外科 講師
山口大学医学部 第一外科 診療准教授
関西医科大学附属病院 心臓血管外科 診療教授

1992年5月
1992年8月
1994年8月
1995年8月
1997年8月
2000年8月
2001年4月
2002年10月
2005年3月
2010年8月
2022年4月
2023年12月

Profile

関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

極
め
て
死
亡
率
の
高
い

動
脈
瘤
破
裂
。

先
進
的
な
治
療
の
ご
提
供
と
、

病
気
の
周
知
に
尽
力
し
ま
す

新任教授に聞く
New Doctor  Interview

関西医科大学附属病院
心臓血管外科　診療教授

森景 則保
Morikage Noriyasu

医師インタビュー特集

KEY-PERSONに聞く。
関西医大グループの各附属医療機関で診療の最前線に立つ教職員から、

センター長・新任教授・診療部長・診療科長を中心にKEY-PERSON＝カギを握る人物をピックアップ。

現在取り組んでいることや得意な治療・領域、これからの展望など、語ってもらいました。

■ 附属病院

心臓血管外科 診療教授

がんセンター センター教授

アレルギーセンター センター長

森景 則保

金井 雅史

小林 良樹

■ 総合医療センター

血液腫瘍内科 部長・診療教授 がん治療・緩和ケアセンター センター長

血液腫瘍内科 病院教授 輸血部 部長

アレルギーセンター センター長（耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 部長)

石井 一慶

岡田 昌也

朝子 幹也

■ 香里病院

小児科 科長

リハビリテーション科

デイケアセンター・香里 相談員 介護福祉士

田邉 裕子

小倉 久幸

赤松 和博

■ くずは病院

整形外科 助教

リハビリテーションセンター 主任

黒川 勇人

森井 裕太

■ 天満橋総合クリニック

内科 医長（外来部門・総合健診部門） 畑田 憲吾

■ くずは駅中健康・健診センター

くずは駅中健康・健診センター センター長 浦上 昌也
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関 西 医 科 大 学 附 属 病 院関 西 医 科 大 学 附 属 病 院

今
年
1
月
、当
院
が
ん
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
教
授
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
。専
門
で
あ
る
が
ん
薬
物
療
法
の

実
践
と
、が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。医
師

の
キ
ャ
リ
ア
は
消
化
器
内
科
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、ス
キ
ル
ス
胃
癌
で
余
命
数
カ
月
と
い
わ
れ
た
患
者

さ
ん
に
パ
ク
リ
タ
キ
セ
ル
投
与
が
著
効
し
た
例
を
経
験

し
て
か
ら
が
ん
薬
物
療
法
に
興
味
を
持
ち
、米
留
学
を

経
て
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
へ
。こ
れ
ま
で
原
発
不
明

が
ん・
稀
少
が
ん
な
ど
既
存
の
診
療
科
で
は
分
類
が
難

し
い
よ
う
な
が
ん
、治
療
法
が
複
雑
化
し
つ
つ
あ
る
消

化
器
が
ん
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
を
実
践
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。特
に
日
本
で
2
0
1
9
年
よ
り
保
険
適

用
と
な
っ
た
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
に
つ
い
て
、前
職

で
は
2
0
1
5
年
よ
り
臨
床
導
入
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

私
自
身
す
で
に
3
千
例
を
超
え
る
経
験
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、が
ん
薬
物
療
法
の
進
歩
と
と
も
に
顕
著
化
し
つ

つ
あ
る
患
者
さ
ん
の
増
加
、ベ
ッ
ド
数
・
看
護
師
不
足
と

い
っ
た
課
題
を
克
服
す
べ
く
、薬
液
バ
ッ
ク
自
動
切
り
替

え
装
置
の
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

近
年
、免
疫
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
を
含
む
新
規

抗
が
ん
剤
の
開
発
に
伴
い
、が
ん
薬
物
療
法
の
実
践
に

は
ま
す
ま
す
専
門
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
の
外
来
化
学
療
法
室
は
1

日
約
1
0
0
名
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す

が
、こ
の
数
字
は
全
国
で
も
有
数
の
実
績
で
あ
り
、先
に

述
べ
た
薬
液
バ
ッ
ク
自
動
切
り
替
え
装
置
を
始
め
、今

後
も
先
駆
的
な
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、次

世
代
の
外
来
化
学
療
法
室
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ

う
な
体
制
を
当
院
で
開
拓
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
当
領
域
は
日
進
月
歩
で
、専
門
家
で
あ
っ

て
も
最
新
情
報
を
網
羅
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
こ
で
地
域
医
療
を
担
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方

に
向
け
て
、最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い

情
報
発
信
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。地
域
の
患
者
さ

ん
に
最
適
な
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
存
在
と
な
り
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、が
ん
薬
物
療
法
に
関
し
て
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

京都大学医学部 卒業
京都大学医学部附属病院 内科研修医
関西電力病院 内科 勤務
京都大学大学院医学研究科 博士課程内科系専攻入学（医学博士）
京都桂病院 消化器センター勤務(副医長)
MD アンダーソン癌センター ポストドクトラルフェロー・
日本学術振興会 海外特別研究員 ECFMG取得
京都大学附属病院探索医療センター 助手
京都大学大学院医学研究科 臨床腫瘍薬理学講座 特定講師
京都大学大学院医学研究科 臨床腫瘍薬理学・緩和医療学講座 特定准教授　
京都大学大学院医学研究科 腫瘍薬物治療学講座 准教授（医局長）
関西医科大学附属病院がんセンター センター教授

1994年3月
1994年4月
1995年6月
1997年4月
2001年6月
2004年1月

2006年4月
2011年4月
2015年4月
2020年2月
2024年１月

Profile

進
歩
に
と
も
な
い
患
者
数
が
増
え
る

が
ん
薬
物
療
法
に
つ
い
て
、次
世
代
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
構
築
へ

関西医科大学附属病院
がんセンター センター教授

金井 雅史
Kanai Masashi

新任センター
教授に聞く

New Professor Interview

関西医科大学附属病院
アレルギーセンター センター准教授
センター長

小林 良樹
Kobayashi Yoshiki

センター長に
聞く

Special i ty  Service 
Interview

当
院
で
は
2
0
1
7
年
、多
岐
に
わ
た
る
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
を
受
け
入
れ
る
た
め
当
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、2
0
1
8
年
に
は
大
阪
府
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
医
療

拠
点
病
院
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。今
回
改
め
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
、昨
年
度
よ
り
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
小
林
で
す
。呼
吸
器
内
科
の
中
で
も
喘
息
を

専
門
と
し
て
お
り
、ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
好
酸
球
性

副
鼻
腔
炎
を
は
じ
め
複
数
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
合
併

す
る
患
者
さ
ん
た
ち
の「
掛
け
持
ち
通
院
」へ
の
難
儀
さ

を
多
く
耳
に
し
、「
上
気
道
も
下
気
道
も
一
緒
に
診
ら
れ

る
体
制
を
つ
く
り
た
い
」と
当
院
へ
入
職
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
設
立
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
、こ
れ
ま
で
も
実
働
部
隊
の
コ
ア
メ
ン

バ
ー
と
し
て
稼
働
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
院
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
診
療
拠
点
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

現
在
、専
用
診
察
室
で
は
各
診
療
科
の
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
医
が
協
力
し
、成
人
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
、小
児
ア
レ

ル
ギ
ー
外
来
を
月
〜
金
、二
診
体
制
で
実
施
。医
師
、コ

メ
デ
ィ
カ
ル
が
一
丸
と
な
っ
て
、病
気
に
苦
し
む
患
者
さ

ん
を
一
人
で
も
減
ら
す
べ
く
努
め
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
患

者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
際
、特
に
複
数
の
症
状
を

合
併
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
ケ
ー
ス
な
ど
ご
紹
介
先
の

診
療
科
に
迷
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
か
と
存
じ
ま
す

が
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
外
来
」に
ご
紹
介
い
た
だ
け

れ
ば
、診
療
各
科
に
よ
る
横
断
的
な
協
力
の
も
と
最
適

な
ケ
ア
を
提
供
い
た
し
ま
す
。国
民
の
約
2
人
に
1
人

が
何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
中
、患
者
さ
ん
へ
の
包
括
的
な
ケ
ア
体
制
を
磨
き

な
が
ら
、今
後
も
っ
と
受
入
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
積
極
的
な

情
報
発
信
、患
者
さ
ん
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。最
近
は
当
院

で
定
期
フ
ォ
ロ
ー（
検
査
、処
方
変
更
、食
事
指
導
な
ど
）

を
行
い
、日
常
の
ケ
ア
は
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し

て
お
こ
な
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。喘
息
、ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、皮
膚
ア
レ
ル
ギ
ー
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
複
数
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
お
困
り
の
患
者
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

複
数
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
あ
る
方
が
診
療
科
に

迷
わ
ず
に
済
む
よ
う
、包
括
的
な
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す

山口大学医学部 卒業
京都大学医学部附属病院 内科 研修医
高槻赤十字病院 呼吸器科 医員
秋田大学医学部附属病院 中央検査部 医員
京都大学 博士（医学）
英・インペリアル大学 国立心肺研究所 呼吸器疾患部門 客員研究員
秋田大学医学部 大学院医学系研究科 地域医療連携学 寄附講座講師
関西医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 助教
関西医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 講師
関西医科大学 内科学第一（呼吸器感染症内科）兼任
関西医科大学附属病院 アレルギーセンター 副センター長
関西医科大学附属病院 アレルギーセンター センター長（同センター専任）
関西医科大学附属病院 アレルギーセンター センター准教授

1999年3月
1999年5月
2001年4月
2004年5月
2007年9月
2008年4月
2011年6月
2013年4月
2015年5月
2016年6月
2018年7月
2023年4月
2023年8月

Profile



石
井
　
近
年
、血
液
の
が
ん
に
対
す
る
研
究
が
進
み
治

療
法
の
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、当
科

で
は
「
造
血
幹
細
胞
移
植
」と
「
細
胞
免
疫
療
法
」を

広
く
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、豊
富
な
経
験
を
も

つ
岡
田
医
師
が
当
院
に
着
任
さ
れ
た
こ
と
で
診
療
体

制
が
大
変
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

岡
田
　
前
職
で
は
造
血
幹
細
胞
移
植
や
腫
瘍
性
血
液

疾
患
の
治
療
に
長
く
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
井
　
造
血
幹
細
胞
移
植
（
患
者
本
人
の
造
血
幹
細

胞
を
用
い
る
自
家
移
植
）は
、装
置
の
運
用
の
兼
ね
合

い
か
ら
当
院
で
の
実
施
を
数
年
間
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

し
た
。患
者
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、昨
年
12
月
よ
り
施
術
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。加

え
て
、同
種
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
田
　
今
後
は
従
来
の
白
血
病
治
療
や
自
家
移
植
に

加
え
、同
種
移
植
も
本
格
的
に
受
け
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。現
在
、よ
り
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
す
べ

く
無
菌
室
の
増
設
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

石
井
　
あ
わ
せ
て
細
胞
免
疫
療
法
に
つ
い
て
も
取
り

扱
い
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。全
国
で
も
ま
だ
実
施

で
き
る
施
設
が
少
な
い
中
、関
西
医
科
大
学
系
列
で
は

す
で
に
枚
方
の
附
属
病
院
が
治
療
を
開
始
し
て
い
ま

す
。私
は
北
河
内
エ
リ
ア
に
お
け
る
血
液
腫
瘍
内
科
の

少
な
さ
に
課
題
を
感
じ
て
い
ま
す
。「
地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
医
療
を
担
っ
て
い
く
」を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
当
院

が
〝
断
ら
な
い
病
院
〞を
実
現
し
続
け
て
い
く
た
め
に

は
当
院
で
も
導
入
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。今
後
も
当
科
で
は
先
進
的
な
治
療
法
を
積

極
的
に
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
田
　
ま
た
血
液
が
ん
だ
け
で
な
く
、貧
血
や
出
血
傾

向
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
当
科
へ
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。特
に
今
は
70
代
以
降
の
約
2
割
が
何
ら

か
の
貧
血
を
も
ち
、さ
ら
に
そ
の
う
ち
何
割
か
の
方
は

血
液
疾
患
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。当
科
で
何
が

原
因
か
を
し
っ
か
り
診
察
し
て
、適
切
な
治
療
を
ご
提

供
し
ま
す
。

地
域
の
先
生
方
に
は
、日
頃
よ
り
病
診
連
携
を
通
じ

て
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

と
言
わ
れ
る
今
、ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

で
あ
る
私
が
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、今
後
増
え
る
で

あ
ろ
う
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
に
対
す
る
当
セ
ン
タ
ー
の

体
制
強
化
、お
よ
び
地
域
へ
の
情
報
発
信
で
す
。ま
ず
花

粉
症
に
つ
い
て
は
2
0
1
9
年
の
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、わ
が

国
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
人
が
増
え
、結
果
と
し
て

重
症
患
者
数・新
規
発
症
者
数
の
減
少
が
見
ら
れ
ま
し

た
。し
か
し
現
在
は
マ
ス
ク
を
外
す
人
が
増
加
し
て
お

り
、こ
れ
か
ら
重
症
化
、発
症
リ
ス
ク
の
上
昇
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、花
粉
症
を
含
む
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
よ
る
人
々
の
Q
O
L（
生
活
の
質
）

の
低
下
を
防
ぐ
べ
く
、日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
が
打
ち

出
し
た
の
が「
花
粉
症
重
症
化
ゼ
ロ
作
戦
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。私
自
身
、日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
、日
本
鼻
科

学
会
の
理
事
を
務
め
る
身
と
し
て
、ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
医
と
し
て
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
尽
力
し
、地

域
の
先
生
方
と
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と
が
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、耳
鼻
咽
喉
科・頭
頸
部
外
科
の
部
長
と
し
て

診
療
体
制
も
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。た
と
え
ば
指
定

難
病
で
あ
る
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
は
喘
息
を
合
併
し
、

重
症
化
を
き
た
し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、当
院
で
は
喘
息
も
含
め
て
患
者
さ
ん
の
状
態
を
一
元

的
に
管
理
し
て
お
り
、手
術
件
数
の
豊
富
な
実
績
に
加

え
、新
規
治
療
法
で
あ
る
バ
イ
オ
製
剤
の
処
方
数
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
ま
す
。ま
た
成
人
の
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
も
診
察
可
能
で
、一
時
的
な
重
症
化
や
必
要
な

場
合
を
除
き
、通
常
時
は
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
で
診

て
い
た
だ
く
併
診
体
制
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。当
院
は
幅
広
い
疾
患
を
診
察・治
療
で
き

る
医
師
の
層
の
厚
さ
と
手
術
実
績
を
両
立
し
て
い
る
点

が
強
み
で
あ
り
、高
ま
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

今
後
ま
す
ま
す
体
制
を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
す
。一
歩

踏
み
込
ん
だ
治
療
で
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
向
上
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
お
困

り
の
症
例
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
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血
液
腫
瘍
内
科
で
は

先
進
的
な
細
胞
免
疫
療
法
を

積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学 耳鼻咽喉科 入局
関西医科大学大学院 医学研究科（博士課程）修了
米・ミシガン大学 Kresge Hearing Research Institute 留学
関西医科大学 耳鼻咽喉科 講師
関西医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 准教授
関西医科大学総合医療センター 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 部長
関西医科大学総合医療センター 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 病院教授
関西医科大学総合医療センター アレルギーセンター センター長

1992年3月
1992年6月
1998年3月
2001年10月
2009年4月
2014年4月
2016年6月
2016年8月
2017年5月

Profile

関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー関 西 医 科 大 学 総 合 医 療 セ ン タ ー

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
懸
念
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

患
者
数
増
に
、「
一
歩
踏
み
込
む
治
療
」で
応
え
ま
す

関西医科大学総合医療センター
耳鼻咽喉科・頭頸部外科　教授
アレルギーセンター　センター長

朝子 幹也
Asako Mikiya

アレルギーセンター  
センター長に聞く

Special i ty  Service Interview これからの
血液腫瘍内科
診療について

Special i ty  Service
Conversat ion

1989年3月
1993年3月
1993年10月
1995年3月
1995年4月
1996年5月
1998年5月
2000年2月
2001年3月
2002年1月
2010年4月
2012年4月
2013年8月
2014年10月
2015年4月

高知医科大学医学部 卒業
高知医科大学大学院 医学研究科 博士課程修了（医学博士）
世界保健機構（WHO）西太平洋地域事務局感染症部 インターン（フィリピン） 
東京大学大学院 国際保健学科 修士課程修了（保健学修士）
ロックフェラー大学 医科ウイルス学講座 リサーチフェロー（アメリカ）
三世会河内総合病院 内科 医長
天理よろづ相談所病院 血液内科 医員
清水会鶴見緑地病院 内科 医員
関西医科大学附属滝井病院（現・総合医療センター）内科学第1講座 助手
市立岸和田市民病院　血液内科 医長
市立岸和田市民病院　血液内科　部長
関西医科大学 内科学第一講座 講師
関西医科大学 内科学第一講座 准教授
関西医科大学 内科学第一講座 教授、関西医科大学総合医療センター 血液腫瘍内科 部長
関西医科大学総合医療センター がん治療・緩和ケアセンター センター長

PROFILE

1990年3月
1990年4月
1993年4月
1994年4月
1998年3月
1998年4月
1999年4月
2001年6月
2003年4月
2020年4月
2023年4月

兵庫医科大学医学部 卒業
兵庫医科大学病院 第二内科 研修医 入局
兵庫医科大学病院 第二内科 医員
兵庫医科大学 大学院 入学
兵庫医科大学 大学院 卒業（医学博士）
兵庫医科大学 第二内科 助手　
国立大阪病院（現・国立病院機構 大阪医療センター）医師
兵庫医科大学 血液内科 助手
兵庫医科大学 血液内科 講師
兵庫医科大学 呼吸器・血液内科 講師　　
関西医科大学総合医療センター 血液腫瘍内科 病院教授、
輸血部 部長

PROFILE

関西医科大学総合医療センター
血液腫瘍内科 診療教授
がん治療・緩和ケアセンター センター長

石井 一慶
Ishii  Kazuyoshi

関西医科大学総合医療センター
血液腫瘍内科 病院教授
輸血部 部長

岡田 昌也
Okada Masaya

成分分離装置（テルモ・オプティア）



昨
年
よ
り
香
里
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医
の
小
倉
と
申
し
ま
す
。急
性

期
病
棟
の
患
者
さ
ん
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、

リ
ハ
ビ
リ
）、介
護
保
険
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
、お
よ
び「
関

医
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー・香
里
」を
担
当
し
て
い
ま
す
。リ

ハ
ビ
リ
専
門
医
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、研
修
医
時
代
に

い
ろ
い
ろ
な
診
療
科
を
回
る
中
で
、手
術
や
内
科
的
治

療
が
成
功
し
て
も
誰
も
が
す
ぐ
に
元
気
な
生
活
に
戻

れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、中
に
は「
病
気
は
治
っ
た
の

に
、日
常
動
作
が
ま
ま
な
ら
な
い
せ
い
で
以
前
よ
り
具

合
が
悪
そ
う
に
見
え
る
」と
い
う
方
も
い
る
と
い
う
現

実
に
接
し
、患
者
さ
ん
の
Q
O
L（
生
活
の
質
）の
維
持
・

向
上
、社
会
復
帰
へ
の
か
け
橋
と
な
る
リ
ハ
ビ
リ
が
持
つ

力
に
惹
か
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。近
年
、医
療
の

発
展
と
高
齢
化
が
進
み
リ
ハ
ビ
リ
科
の
役
割
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

当
科
で
は
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚

士
と
共
に
、こ
れ
ま
で
急
性
期
、回
復
期
で
培
っ
て
き
た

経
験
を
活
か
し
て
、主
治
医
・
他
科
と
連
携
し
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
は
い
ろ
ん
な
病
棟
で

さ
ま
ざ
ま
な
病
歴
や
治
療
経
過
を
持
つ
患
者
さ
ん
と
接

し
ま
す
の
で
、常
に
自
己
研
鑽
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な

リ
ハ
ビ
リ
開
始
時
期
、安
全
か
つ
効
果
的
な
計
画
立
案

を
発
案
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。1
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
向
上
に
役
立
ち
た
く
、リ
ハ

ビ
リ
を
必
要
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
児
科
科
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、田
邉
と
申
し
ま

す
。当
院
着
任
か
ら
す
で
に
8
年
が
経
ち
、地
域
の
先

生
方
と
は
日
頃
か
ら
良
い
関
係
を
続
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。途
中
、コ
ロ
ナ
禍

で
ご
挨
拶
の
機
会
を
創
出
で
き
な
い
期
間
も
あ
り
、お

互
い
に
顔
が
見
え
る
お
付
き
合
い
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
、今
回
改
め
て
ご
挨
拶
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
科
で
は
急
性
期
の
一
般
小
児
科
診
療
を
中
心
に

診
療
を
行
い
つ
つ
、予
防
接
種
外
来
、小
児
内
分
泌
外

来
、小
児
循
環
器
外
来
と
い
っ
た
専
門
外
来
を
実
施
し

て
い
ま
す
。特
に
私
自
身
が
小
児
の
内
分
泌
専
門
医
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
の
内
分
泌
疾
患
診
療
に
特

化
し
て
い
る
点
を
強
み
と
し
て
お
り
、数
万
人
、何
十

万
人
に
1
人
と
い
わ
れ
る
希
少
疾
患
、1
型
糖
尿
病
な

ど
で
も
診
療
実
績
が
あ
り
ま
す
。な
お
、低
身
長
や
成

長
ホ
ル
モ
ン
分
泌
不
全
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合
の「
成

長
ホ
ル
モ
ン
負
荷
試
験
」の
検
査
に
つ
い
て
は
、病
院

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
方
法
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、当
院
は
日
帰
り
可
能
な
検
査
を
採
用
し
て
い
ま

す
。ま

た
、診
療
体
制
に
つ
い
て
も
患
者
さ
ん
か
ら
ご
好

評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。午
前
診
療
と
夕
方
診
療
で
は

一
般
外
来
を
、午
後
診
療
で
は
専
門
外
来
を
設
け
て
お

り
、レ
ン
ト
ゲ
ン
や
血
液
検
査
な
ど
お
お
よ
そ
の
検
査

が
可
能
。大
学
病
院
の
小
児
科
で
夕
方
診
療
を
実
施

し
て
い
る
病
院
は
全
国
規
模
で
も
か
な
り
珍
し
く
、子

ど
も
さ
ん
や
保
護
者
の
方
へ
の
通
院
の
負
担
を
抑
え

ら
れ
ま
す
。近
年
は
、地
域
の
先
生
か
ら
夕
方
診
療
に

急
遽
ご
紹
介
い
た
だ
き
、入
院
が
必
要
な
患
者
さ
ん
を

そ
の
ま
ま
診
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。救
急
へ

の
対
応
で
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、ス
タ
ッ
フ
一
同
光

栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。内
分
泌
以
外
の
難
し
い
疾
患
や

3
次
救
急
対
応
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、枚

方
の
附
属
病
院
に
繋
ぐ
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、安
心

し
て
お
任
せ
い
た
だ
け
る
環
境
だ
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
、地
域
の
先
生
の
皆
さ

ま
か
ら
愛
さ
れ
、頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
小
児
科
で

あ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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一
般
小
児
科
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、

内
分
泌
疾
患
な
ど
の

専
門
外
来
も
実
施
し
て
い
ま
す

リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
と
し
て
、

1
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の

「
日
常
の
困
っ
た
」を
な
く
し
た
い

福井医科大学 卒業 
大阪市立大学附属病院 臨床研修医
関西医科大学附属枚方病院 小児科 専修医
真美会 中野こども病院 専修医
関西医科大学附属枚方病院 小児科 助教
関西医科大学香里病院 小児科 医長

2005年3月
2005年4月
2007年8月
2008年8月
2011年8月
2015年4月

Profile

2016年3月
2016年4月
2018年4月
2018年10月
2019年4月
2020年4月
2020年4月
2021年9月
2023年7月
2023年10月
2023年10月

関西医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 卒後臨床研修センター 初期研修医　
関西医科大学総合医療センター リハビリテーション科 任期付助教
関西医科大学附属病院 リハビリテーション科 任期付助教
箕面市立病院 リハビリテーション科 後期研修医（レジデント）
関西医科大学総合医療センター リハビリテーション科 病院助教
関西医科大学大学院 入学
関西医科大学附属病院 リハビリテーション科 病院助教
関西医科大学くずは病院 リハビリテーション科 病院助教
関西医科大学くずは病院 リハビリテーション科 助教
関西医科大学香里病院 リハビリテーション科

PROFILE

関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

小児科科長に聞く
Doctor  Interview

関西医科大学香里病院
小児科　診療講師 科長

田邉 裕子
Tanabe Yuko

リハビリテーション科のご紹介
医師に聞く

Special i ty  Service Interview

関西医科大学香里病院
リハビリテーション科　助教

小倉 久幸
Ogura Hisayuki

関 西 医 科 大 学 香 里 病 院

一般的な小児科外来に加え、
難しい内分泌疾患の診療もお任せください

次のページで
デイケアセンター・香里の
取り組みをご紹介しています。

など

低身長 1型糖尿病

小児肥満 体重増加不良

思春期早発症／遅発症 バセドウ病

甲状腺機能低下症

経験豊富な理学療法士からフレッシュな若手療法士まで、層の厚いスタッフによる通所リ
ハビリテーションを提供しています。大学病院の関連施設として最新の治験を取り入れた
メニューを提供している点が特長です。他院を退院された後の方でも、地域に帰ってから
お困りの方がいらっしゃればお声がけください。

デイケアセンター・香里について



当
院
で
は
高
山
病
院
長
の
指
揮
の
も
と
、数
年
に
わ

た
り「
整
形
外
科
に
強
い
く
ず
は
病
院
」を
目
指
し
体
制

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。一
般
外
来
、手
術
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
ま
で
細
や
か
な
ケ
ア
を
提
供
す
べ
く
医
師
を

増
員
。現
在
は
股
関
節
専
門
、肩・ス
ポ
ー
ツ
専
門
、膝
の

人
工
関
節
な
ど
専
門
分
野
を
も
つ
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
高
め
つ
つ
、幅
広
い
外
科
疾
患
や
外
傷
を
診

療
し
て
い
ま
す
。地
域
の
先
生
方
か
ら
患
者
さ
ん
を
ご

紹
介
い
た
だ
く
機
会
も
増
え
、我
々
の
努
力・実
績
が
着

実
に
評
価
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
あ
り

が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。私
個
人
と
し
て
は
脊
椎
の

変
性
疾
患
を
メ
イ
ン
に
取
り
組
ん
で
お
り
、当
院
着
任

か
ら
約
4
年
半
、地
域
の
先
生
方
と
は
病
診
連
携
を
通

じ
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、こ
の
た
び
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
よ
り
応
え

る
べ
く
、手
術
室
を
増
室
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。当
科
で
は
診
療
体
制
の
強
化
と
と
も
に
手
術
件
数

を
増
や
し
て
き
ま
し
た
が
、今
春
よ
り
従
来
の
1
部
屋

か
ら
2
部
屋
に
増
え
た
環
境
で
運
営
し
て
い
ま
す
。増

設
し
た
手
術
室
は「
ク
ラ
ス
1
0
0
0
」と
呼
ば
れ
る
清

浄
度
の
高
い
空
調
設
備
を
備
え
た
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で

あ
り
、人
工
関
節
や
脊
椎
な
ど
術
後
感
染
の
予
防
が
重

要
な
手
術
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
機
器
類・道
具

類
の
見
直
し
を
図
り
、手
術
室
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
負
担
も

軽
減
し
ま
し
た
。手
術
の
準
備
か
ら
実
施
、撤
収
作
業
ま

で
効
率
的
な
サ
イ
ク
ル
を
実
現
す
る
こ
と
で
、よ
り
万

全
の
体
制
で
患
者
さ
ん
と
向
き
合
い
、今
ま
で
以
上
に

安
全
・
安
心
な
手
術
を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。当

院
整
形
外
科
の
特
長
は
急
性
期
と
回
復
期
の
機

能
を
併
せ
持
つ
点
に
あ
り
、さ
ら
に
枚
方
の
附
属
病
院

で
主
軸
と
な
る
手
術
は
当
院
で
も
概
ね
実
施
可
能
で

す
。今
回
の
手
術
室
増
室
に
よ
り
、疾
患
の
す
ば
や
い
治

療
か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
へ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移

動
、退
院
ま
で
完
結
で
き
る
と
い
う
当
院
の
利
点
が
さ

ら
に
強
化
さ
れ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。今
後
も
私
た

ち
く
ず
は
病
院
整
形
外
科
が
、地
域
の
方
々
の
健
康
寿

命
延
伸
に
寄
与
す
べ
く
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
短
時
間
利
用
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

特
化
型
施
設
と
し
て
、2
0
1
8
年
春
に
開
設
し
ま
し

た
。急
性
期
を
終
え
ら
れ
た
方
、ま
た
は
介
護
保
険
認
定

を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
以

下
、リ
ハ
ビ
リ
）を
ご
提
供
。筋
力
・
持
久
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、空
間
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、医
師
・コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
よ
る
綿

密
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
運
動
機
能
の
定
期
的
な
評
価
に

よ
っ
て
、ご
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対
し
常
に
最
適

な
リ
ハ
ビ
リ
プ
ラ
ン
を
ご
提
供
し
ま
す
。私
た
ち
の
強
み

は
関
西
医
大
の
グ
ル
ー
プ
力
と
、香
里
病
院
が
地
域
密

着
型
病
院
と
し
て
培
っ
て
き
た
エ
リ
ア
の
方
々
と
の
繋

が
り
で
す
。通
所
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
し
て
一
般
的
な
機
器

類
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、関
西
医
大
が
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。ま
た
リ
ハ
ビ
リ
領
域
の
専
門
医
が
常
勤
し
て

お
り
、関
西
医
大
系
列
の
3
つ
の
病
院
と
は
電
子
カ
ル
テ

を
共
有
し
て
い
ま
す
の
で
、体
調
に
不
安
が
あ
る
方
で
も

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

運
動
に
焦
点
を
当
て
た
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ご
利
用
者
さ
ん
は
運
動
に
前
向
き
な
方
が
多
く
明
る
い

雰
囲
気
で
す
。運
動
時
間（
1
〜
2
時
間
）に
通
所
時
間

を
含
め
て
も
2
〜
3
時
間
程
で
完
結
す
る
た
め
、日
常

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
み
や
す
い
点
を
メ
リ
ッ
ト
に

感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。現
在
、ご
利

用
者
さ
ん
の
多
く
は
系
列
病
院
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
が
、1
割
ほ
ど
が
地
域
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
か
ら
の
ご
紹
介
で
ご
来
所
い
た
だ
い
た
方
々
で

す
。今
後
も
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一

同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
さ

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

認
知
症
、リ
ウ
マ
チ
、脊
柱
管
狭
窄
症
、脳
血
管
疾
患
な

ど
幅
広
い
病
歴
を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
施
設
で
あ
り
、初
め
て
の
方
に
は
無
料
で
お

試
し
い
た
だ
け
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
質
の
高
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
ご
利

用
者
さ
ん
の
自
立
支
援
、地
域
社
会
へ
の
参
加
を
お
手

伝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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専
門
医
と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が

安
心
・
安
全
な
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
ご
提
供
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
ご
紹
介
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す

整
形
外
科
疾
患
に
対
す
る

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

手
術
室
を
増
設
し
ま
し
た

関医デイケアセンター・
香里のご紹介
担当相談員に聞く

Special i ty  Service Interview

関西医科大学香里病院
関医デイケアセンター・香里
相談員、介護福祉士

赤松 和博
Akamatsu Kazuhiro

2014年3月
2014年4月
2016年4月
2016年4月
2017年4月
2018年4月
2019年4月
2020年4月

金沢医科大学医学部 卒業
関西医科大学附属病院 研修医
関西医科大学 整形外科学教室 入局
関西医科大学総合医療センター 整形外科 医員
マックシール巽病院 整形外科 医員
吉田病院 整形外科 医員
明生病院 整形外科 医員
関西医科大学くずは病院 整形外科 医員

PROFILE

整形外科医に聞く
Doctor  Interview

関西医科大学くずは病院
整形外科　助教

黒川 勇人
Kurokawa Hayato

関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

手術室

関 西 医 科 大 学 香 里 病 院
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可
欠
で
あ
る
」と
い
う
決
断
の
も
と
、チ
ー
ム
設
立
に
向

け
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

心
リ
ハ
チ
ー
ム
は
医
師
、薬
剤
師
、管
理
栄
養
士
、看

護
師
に
加
え
、理
学
療
法
士・作
業
療
法
士
を
含
む
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
設
立
準
備
か
ら
現
在
ま
で
、ス
タ
ッ
フ
一
同
、心

疾
患
に
関
す
る
勉
強
会
の
実
施
や
心
不
全
療
養
指
導

士
の
資
格
取
得
な
ど
に
努
力
し
、質
の
向
上
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。も
と
も
と
回
復
期
病
棟
で
患
者
さ
ん
を

ケ
ア
す
る
体
制
が
あ
り
ま
し
た
が
、従
来
以
上
に
多
職

種
が
深
く
関
わ
る
チ
ー
ム
体
制
と
な
っ
た
こ
と
で
、患
者

さ
ん
の
退
院
後
ま
で
し
っ
か
り
見
据
え
た
個
別
性
の
あ

る
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

心
不
全
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
課
題
は
、再
発
か

ら
の
再
入
院
で
す
。そ
こ
で
心
リ
ハ
チ
ー
ム
で
は
体
力
向

上
や
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る
べ
く
、必
要
に
応
じ
て

C
P
X（
心
肺
運
動
負
荷
試
験
）を
行
い
、運
動
療
法
を

実
践
し
、服
薬
や
食
事
栄
養
な
ど
の
生
活
指
導
を
行
い

ま
す
。患
者
さ
ん
に
は
、ま
ず
は
む
く
み
や
息
切
れ
、血

圧
の
急
激
な
変
化
と
い
っ
た
心
不
全
の
症
状
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、ご
家
族
も
含
め
て
再

発
予
防
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
で
、日
頃

の
体
調
管
理
に
意
識
を
向
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
退
院
後
の
再
入
院
率
の
低
下
や
健

康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

現
在
、心
疾
患
は
国
内
で
の
死
亡
原
因
の
上
位
に
あ

り
、心
リ
ハ
に
対
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
。私
た
ち
は
ま
だ
症
例
数
も
少
な
く
、現
在
対
象
と

し
て
い
る
の
は
院
内
患
者
さ
ん
の
み
で
す
が
、ゆ
く
ゆ

く
は
対
象
を
広
げ
通
院
の
患
者
さ
ん
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
な
充
実
し
た
体
制
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。目
標
は
、私
た
ち
心
リ
ハ
チ
ー
ム
の
存
在
が

地
域
社
会
の
健
康
維
持
に
貢
献
で
き
る
こ
と
で
す
。今

後
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、一
丸
と
な
っ

て
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

心臓リハビリテーションチーム

現在は回復期リハビリテーション病棟の患者さんのうち、

心不全の既往症がある方を対象に活動しています。

関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

く
ず
は
病
院
で
は
年
々
増
え
る
心
不
全
の
患
者
さ

ん
を
ケ
ア
す
る
べ
く
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
を
対
象
に
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
心
リ
ハ
）の
提

供
を
開
始
し
ま
し
た
。一
般
的
に
、心
リ
ハ
と
い
え
ば
急

性
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
と
い
っ
た
急
性
疾
患
や
心
臓
手

術
を
心
臓
手
術
を
受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
向
け
に
実

施
さ
れ
ま
す
が
、当
院
で
は
主
に
整
形
外
科
術
後
や
脳

卒
中
後
で
様
々
な
原
因
で
心
臓
機
能
が
低
下
し
た
心

不
全
の
方
々
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。心
不
全
は

Q
O
L（
生
活
の
質
）を
大
き
く
損
な
う
病
気
で
す
が
、

進
行
を
予
防
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。一
方

で
、心
不
全
を
患
っ
て
入
院
し
た
経
験
の
あ
る
人
は
約

半
数
の
方
が
病
後
5
年
の
う
ち
に
亡
く
な
る
と
の
デ
ー

タ
が
あ
り
、こ
れ
は
が
ん
と
同
じ
く
ら
い
深
刻
な
病
気

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。心
リ
ハ
チ
ー
ム
に
よ
る

適
切
な
医
学
管
理
、栄
養
指
導
、運
動
指
導
に
よ
っ
て
、

患
者
さ
ん
の
心
臓
機
能
の
改
善
や
心
不
全
の
再
発
防

止
、ひ
い
て
は
Q
O
L
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

当
院
は
関
西
医
科
大
学
の
4
つ
の
附
属
病
院
の
中

で
、唯
一
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
有
し

ま
す
。近
年
、社
会
の
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
入
院
患
者
さ
ん
に
高
齢
の

方
が
増
え
、必
然
的
に
併
存
疾
患
を
持
つ
症
例
が
増
え

ま
し
た
。整
形
外
科
や
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
が
多
数
を

占
め
る
中
、多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
が
心
疾
患
の
既
往

症
の
あ
る
方
々
で
す
。私
自
身
、こ
れ
ま
で
多
く
の
患
者

さ
ん
と
接
す
る
中
で
心
疾
患
が
リ
ハ
ビ
リ
の
ネ
ッ
ク
に

な
る
こ
と
を
幾
度
も
経
験
し
、心
臓
に
関
す
る
症
状
の

管
理
、ケ
ア
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。当
院
が

心
リ
ハ
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
理
由
も
ま
さ
に
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。循
環
器
領
域
が
専
門
で
あ
る
髙
山
病
院
長

の「
心
疾
患
の
既
往
症
が
あ
る
方
々
に
安
全
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
は
、心
リ
ハ
の
導
入
が
不

阪奈中央リハビリテーション専門学校 卒業
阪奈中央病院 リハビリテーションセンター 入職
関西医科大学くずは病院 
リハビリテーションセンター 主任
関西医科大学大学院 医学研究科 修士課程修了
DHIEP program 修了

2006年3月
2006年4月
2019年4月

2023年3月

Profile

心
不
全
の
進
行
・
再
発
を
予
防
す
べ
く
、

入
院
患
者
さ
ん
に
向
け
た

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

よ
り
安
全
な
リ
ハ
ビ
リ
に

欠
か
せ
な
い
心
リ
ハ
の
実
施

ゆ
く
ゆ
く
は
対
象
を
広
げ
　

地
域
の
健
康
維
持
に
貢
献
し
た
い

取得
資格

循環・脳卒中認定理学療法士
心臓リハビリテーション指導士
サルコペニア・フレイル指導士
心不全療養指導士

関西医科大学くずは病院
リハビリテーションセンター　主任
理学療法士

森井 裕太
Morii  Yuta

心臓リハビリテーションの
ご紹介

Interview

関 西 医 科 大 学 く ず は 病 院

医 師

看護師

管理栄養士
（食事・栄養指導）

理学療法士・
作業療法士
（運動指導）

薬剤師
（服薬指導）

患者



当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
外
来
部
門
は
、大
阪
都
心
に
お
け

る
地
域
診
療（
＝
か
か
り
つ
け
医
）の
役
割
に
加
え
年
間

2
万
人
超
の
診
療
実
績
を
有
す
る
総
合
健
診
部
門
と

協
働
し
て
い
る
環
境
か
ら
、生
活
習
慣
病
に
対
し「
予

防
」に
軸
足
を
お
い
た
診
療
―
心
臓
・
脳
・
血
管
病
な
ど

に
起
因
す
る「
早
す
ぎ
る
死
」を
予
防
し「
健
康
寿
命
の

延
伸
」に
尽
力
す
る
こ
と
―
を
も
、そ
の
使
命
と
し
て
診

療
に
努
め
て
お
り
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
外
来
部
門
で

は
2
0
2
3
年
度
か
ら
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
S
A
S
）の
診
断
・
重
症
度
評
価
の
た
め
の
簡
易
モ
ニ

タ
ー
検
査
と
、重
症
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸（
O
S
A
）

に
対
す
る
持
続
気
道
陽
圧（
C
P
A
P
）治
療
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。　

S
A
S
の
う
ち
9
割
以
上
を
占
め
る

O
S
A
の
有
病
率
は
我
が
国
に
お
い
て
12
%
と
高
く
、

欧
米
と
ほ
ぼ
同
等
の
c
o
m
m
o
n 

d
i
s
e
a
s
e

と
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
無
呼
吸
低
呼
吸
指
数

（
A
H
I
）が
30
／
hr
を
超
え
る
重
症
O
S
A
患
者
で
は

心
血
管
死
亡
リ
ス
ク
が
有
意
に
増
加
す
る
こ
と
、ま
た

S
A
S
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
病

態
進
展
に
関
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
S
A
S
治
療
の
目
的
は「
日
中
の
諸
症
状
や

Q
O
L
の
改
善
」に
加
え
、「
心
血
管
病
発
症
予
防
を
含

め
た
生
命
予
後
改
善
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。外
来
部
門
で

は
高
血
圧
患
者
を
中
心
に
O
S
A
の
簡
易
モ
ニ
タ
ー
検

査
を
実
施
、重
症
O
S
A
と
診
断
さ
れ
た
方
に
は

A
u
t
o 

C
P
A
P
を
導
入
し
、自
覚
症
状
と
将
来
リ

ス
ク
軽
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
。　

進
化
を
続
け
増
し

て
ゆ
く
予
防
医
学
の
役
割
を
見
据
え
な
が
ら
、当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
今
後
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、以
下
の

2
点
に
つ
い
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
体
格
指
数（
B
M
I
）＝
27
・
0
を
超
え
る
肥
満
は
心

臓・脳・血
管
病
や
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
増
加
に
関
与

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
よ
う
な

リ
ス
ク
の
高
い
集
団
に
対
し
て
、高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
O
S
A
を
含
め
既
存
疾
患
へ

の
治
療
に
加
え
、運
動
療
法（
メ
デ
ィ
カ
ル・フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
）を
継
続
し
て
体
重
を
適
正
化
し
、根
本
的
に
将

来
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
、健
診
か
ら
の
シ
ー
ム
レ
ス

な「
個
別
化
医
療
」体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。　

②
汎
用
化
が
見
込
ま
れ
る
遺
伝
子
解
析
技
術
や
新
た

な
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
用
い
た
生
活
習
慣
病
な
ど
に

関
す
る
発
病
前
予
測・予
後
予
測
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

個
々
の
受
診
者
の
将
来
リ
ス
ク
を
見
据
え
て
必
要
な

行
動
変
容
や
運
動
療
法
を
含
め
た
治
療
介
入
を
成

す
、「
先
制
医
療
」体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。　

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
に
、関
西
医
科
大
学
の
充

実
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
関
連
す
る
部
門
と
の

連
携
を
構
築
し
、当
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の
職
務
を
遂
行

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。大
阪
都
心
エ
リ
ア
の
良
好

な
ア
ク
セ
ス
を
活
か
し
つ
つ
、最
新
・最
良
の
予
防
医
療

を
実
行
す
る
機
関
と
し
て
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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生
活
習
慣
病
の
予
後
改
善
を

目
指
し
、S
A
S
検
査
、

C
P
A
P
治
療
を

開
始
し
ま
し
た

関西医科大学医学部 卒業　
関西医科大学附属病院 内科 研修医
関西医科大学 第2内科 医員　
国保古座川病院 内科 医員
医療法人回生会宝塚病院 内科 医員　
関西医科大学 第2内科 心臓血管病センター 助手
関西医科大学大学院 医学研究科 博士課程 修了
米・バージニア大学ヘルスシステム 
心臓血管部門 リサーチフェロー
関西医科大学香里病院 内科
関西医科大学附属病院 循環器腎内分泌代謝内科
関西医科大学総合医療センター 循環器内科
医療法人回生会宝塚病院 循環器内科 医長
関西医科大学天満橋総合クリニック 内科 医長

1992年3月
1992年5月
1993年4月
1993年6月
1994年6月
2000年8月
2001年11月
2002年2月

2004年7月
2006年1月
2006年4月
2007年4月
2020年8月

Profile

関西医科大学天満橋総合クリニック

重症SAS患者さんについて、未治療と治療を行ったケースを比較すると、
治療を行った患者グループの方が致死的・非致死的いずれも心血管イベントの
発症率が減少したという報告があります。

内科医長に聞く
Doctor  Interview

関西医科大学天満橋総合クリニック
内科　医長（外来部門・総合健診部門）　

畑田 憲吾
Hatada Kengo

くずは駅中  健 康・健 診センター

予
防
医
療
の
重
要
性
が
増
し
、そ
の
守
備
範
囲（
０

次
〜
５
次
予
防
）が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
健
診
は
予
防
医
療
の
一
部
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。予
防
医
療
の
目
的
に
は
、病
気
の
予
防
だ
け
で

は
な
く
、持
病
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
、他
の
病
気

の
併
発
を
防
止
し
、社
会
復
帰
を
促
す
こ
と
も
含
ま

れ
ま
す
。そ
の
様
な
状
況
を
背
景
に
、人
間
ド
ッ
ク
学

会
は
学
会
名
を
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
医
療
学
会
へ
と
変

更
し
、単
な
る
人
間
ド
ッ
ク
健
診
に
と
ど
ま
ら
ず
、広

く
予
防
医
療
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
み
な
ら
ず
、広
範
な

「
新
し
い
予
防
医
療
」に
対
応
で
き
る
予
防
診
療
専
門

医
の
育
成
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。現
在
は
、日
本

人
間
ド
ッ
ク
学
会
と
日
本
総
合
健
診
医
学
会
が
共
同

で
専
門
医
制
度
を
維
持
し
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
専
門
医

（
予
防
診
療
専
門
医
）の
認
定
を
行
っ
て
お
り
、将
来
的

に
新
専
門
医
制
度
の
な
か
で
予
防
診
療
専
門
医
と
し

て
認
知
さ
れ
る
た
め
の
努
力
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。残
念
な
が
ら
現
状
で
は
、単
な
る
人
間
ド
ッ
ク
健

診
で
は
な
く
多
様
な
予
防
医
療
を
研
修
で
き
る
施
設

が
極
め
て
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、若
い
医
師
の
予
防
医
療
へ
の
参
入
を
促

す
た
め
、予
防
医
療
の
研
修
を
も
っ
と
魅
力
あ
る
も
の

へ
と
進
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。天

満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
よ
び
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
、未
来
志
向
の
魅
力
あ
る
研
修
環
境
を

整
え
、予
防
診
療
専
門
医
の
育
成
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、当
セ
ン
タ
ー
は
人
間
ド
ッ

ク
健
診
専
門
医
制
度
の
研
修
施
設
認
定
の
申
請
を
行

い
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
は
設
立
後
間
も
な
い
施
設
で

す
が
、研
修
内
容
を
評
価
さ
れ
、暫
定
研
修
施
設
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。私
が
当
セ
ン
タ
ー
に
着
任
す
る
ま

で
勤
務
し
て
い
た
天
満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
症
例
を
多
く

経
験
で
き
ま
す
。天
満
橋
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、こ

れ
ま
で
７
名
の
専
門
医
と
３
名
の
指
導
医
を
生
み
出

し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、多
様
な
運
動
療
法
の
研
修
も

可
能
と
な
り
、研
修
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。４
月
か
ら

研
修
を
開
始
し
ま
す
。若
い
医
師
が
予
防
医
療
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「新しい予防医療」の
研修を開始します
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くずは駅中健康・健診センター
センター長

浦上 昌也
Urakami Masaya

人
間
ド
ッ
ク
健
診
専
門
医
の

暫
定
研
修
施
設
に

認
定
さ
れ
ま
し
た

致死的心血管イベントの発症率（イメージ図）
高

発
症
率

低

6年
年月

12年

未治療の
重症SAS

CPAP治療を
行った重症SAS

健常人男性
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